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■子ども・子育て応援プロジェクト　具体的な事業の一部を紹介します

事業名 予算額 内容 問い合わせ

子ども医療費助成事業 3億5,200万円
高校３年生の年齢に該当するまでの全ての子ども

に、保護者の所得にかかわらず医療費を助成します

本館国保医療課

（☎41-3584）

妊産婦医療費助成事業 2,800万円
妊産婦の医療費助成の認定基準となる所得制限を撤

廃し、市内の全ての妊産婦の医療費を助成します

本館国保医療課

（☎41-3584）

母子保健事業 1億1,257万円

妊産婦・乳幼児の健康診査や健康教室などのほか、母

子の心身の健康をサポートする「産後ケア事業」「産

前・産後サポート事業」を継続します。また、産後ケ

ア事業について、将来の宿泊を伴うサービスの実現

に向けた協議を進めます

こども家庭セン

ター（☎41-3609）

妊産婦交通費支援事業 632万円

妊産婦の通院や検診を対象に公共交通機関、タク

シー、自家用車など交通費に対する支援や待機宿泊

に要した宿泊費に対する支援を行います

健康づくり課（☎

41-3586）

周産期医療確保対策事業 1,277万円

安心して出産できる環境の維持を図るため、市内産

科医療機関に就職する産科医・助産師・看護師、市内

産科医療機関に対し支援を行います

健康づくり課（☎

41-3586）

不妊治療支援事業 1,181万円
不妊治療を受けた人の治療費および検査費用につい

て、保険適用にかかわらず助成します

本館国保医療課

（☎41-3584）

おたふくかぜ予防接種費用

補助
400万円

１歳児および就学前の年長児を対象に、おたふくか

ぜ予防接種の費用の一部を補助します

健康づくり課（☎

41-3608）

保育園等副食費、学校給食

費の負担軽減
7,441万円

３歳児以上の園児の副食費支援について、無償化の

対象を第２子まで拡充するほか、第１子について食

材費の高騰分を市が負担します。さらに、学校給食

費に関する価格高騰分を市が負担するなど、保護者

の負担軽減を図ります

新館こども課（☎

41-3149）

教育委員会学校給

食管理室（☎41-

3145）

放課後児童支援事業 4億6,601万円

放課後や長期休暇などの児童の居場所として運営す

る学童クラブに対する支援や保育料の減免などを行

います

新館こども課（☎

41-3149）

保育園等運営費 40億4,288万円
公立および私立の保育園、こども園などで就学前の

児童を保育します

新館こども課（☎

41-3150）

保育施設環境整備支援事業 8,200万円
いしどりやこども園、（仮称）ゆもとこども園、若葉保

育園について、法人が行う施設整備費用を支援します

新館こども課（☎

41-3149）

はなまき夢応援奨学金事業 1,440万円

卒業後に市内に居住すると返還が免除される市独自

の奨学金制度で大学進学などを目指す子どもを応援

します

教育委員会学務管

理課（☎41-3144）

公園整備事業 8,150万円 愛宕公園の遊具更新、芝生整備を行います
新館都市政策課

（☎41-3570）

高
騰
分
を
市
が
負
担
し
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
に
つ
い
て
も
、
食

材
費
の
価
格
高
騰
分
を
市
が
負
担
し
、

学
校
給
食
費
を
据
え
置
き
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　⑤
学
童
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
支
援

　
本
年
度
か
ら
、
ひ
と
り
親
世
帯
で

き
ょ
う
だ
い
同
時
入
所
の
第
２
子
以
降

の
保
育
料
を
無
償
化
し
、
さ
ら
な
る
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

⑥
奨
学
金
制
度
の
拡
充

　
卒
業
後
に
市
内
に
居
住
す
る
と
返
還

が
免
除
さ
れ
る
「
は
な
ま
き
夢
応
援
奨

学
金
」
に
つ
い
て
、
貸
与
月
額
上
限
を

２
万
円
か
ら
３
万
円
に
増
額
す
る
ほ

か
、
日
本
学
生
支
援
機
構
給
付
奨
学
金

の
収
入
基
準
を
満
た
せ
ば
、
成
績
要
件

を
設
け
る
こ
と
な
く
貸
付
の
対
象
と
し

ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
貸
付
型
奨
学
金
を
返
還

し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
返
済
月
額
の

半
額
を
補
助
す
る
「
ふ
る
さ
と
奨
学
生

定
着
事
業
補
助
金
」
に
つ
い
て
、
市
外

の
大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
人
も
新
た
に

補
助
の
対
象
と
し
ま
す
。

【問い合わせ】 本館財政課（☎41-3517）
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①
医
療
費
に
対
す
る
支
援

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、

市
独
自
に
昨
年
８
月
よ
り
保
護
者
の
所

得
制
限
を
撤
廃
。
市
内
の
高
校
生
な
ど

ま
で
の
全
て
の
子
ど
も
が
医
療
費
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
妊
産
婦
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
も

本
年
度
か
ら
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
妊

産
婦
や
そ
の
配
偶
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
不
妊
治
療
を
受
け
た
人
の
治

療
費
や
検
査
費
用
に
つ
い
て
、
保
険
適

用
に
か
か
わ
ら
ず
支
援
を
行
い
ま
す
。

②
妊
産
婦
に
対
す
る
支
援

　
こ
れ
ま
で
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託

し
て
行
っ
て
き
た
「
産
後
ケ
ア
事
業
」
、

「
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
継
続

し
、
母
子
の
心
身
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
宿
泊
型
サ
ー
ビ
ス

を
は
じ
め
、
産
後
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
更

な
る
充
実
に
向
け
た
協
議
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
産
婦
が
産
科
医
療
機
関
を

子
ど
も
・
子
育
て
応
援

　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　本市の一般会計における令和６年度当初予算額は551億5,332万円

で、前年度と比べて13億6,216万円（2.5㌫）増えています。

　本予算は、２月に策定した第２次花巻市まちづくり総合計画長期

ビジョンに掲げる二つの重点施策推進プロジェクト「子ども・子育て

応援プロジェクト」「花巻で暮らそうプロジェクト」に加え、「市民の

生活を守り 魅力あふれる強く優しい まちづくり」の三つの柱につ

いて、重点的に取り組むための予算として編成しました。

　この三つの柱を構成する主要な事業を中心に、令和６年度当初予

算の概要をお知らせします。

子どもたちの未来のために子どもたちの未来のために
　あらゆる世代の命と暮らしを守るために　あらゆる世代の命と暮らしを守るために

令和６年度令和６年度
　はなまきの　はなまきの 予算予算

利
用
す
る
場
合
の
電
車
、
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
自
家
用
車
な
ど
の
交
通
費
へ
の

支
援
を
継
続
す
る
な
ど
、
市
民
が
安
心

し
て
出
産
で
き
る
環
境
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

③
周
産
期
医
療
の
確
保

　
市
内
産
科
医
療
機
関
に
就
職
す
る
医

師
に
対
す
る
支
援
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
助
産
師
お
よ
び
看
護
師
に
対
す
る

支
援
、
産
科
医
療
機
関
が
人
材
紹
介
事

業
者
か
ら
紹
介
を
受
け
て
医
師
を
雇
用

し
た
場
合
に
要
す
る
経
費
の
支
援
を
継

続
し
、
市
内
の
産
科
医
療
の
確
保
を
進

め
ま
す
。

④
保
育
環
境
な
ど
に
対
す
る
支
援

　
市
独
自
の
支
援
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

３
歳
未
満
の
園
児
の
保
育
料
に
つ
い
て

国
の
基
準
か
ら
40
㌫
程
度
の
引
き
下
げ

を
行
っ
た
ほ
か
、
３
歳
未
満
で
第
２
子

以
降
と
な
る
園
児
の
保
育
料
の
無
償

化
、
在
宅
育
児
世
帯
へ
の
支
援
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
３
歳
児
以
上
の
園
児
に
対

す
る
副
食
費
支
援
に
つ
い
て
、
無
償
化

の
対
象
を
第
２
子
ま
で
拡
充
し
ま
す
。

第
１
子
に
つ
い
て
も
、
食
材
費
の
価
格



2024（R6）.4.15

①
公
共
交
通
の
維
持
確
保

　
予
約
乗
合
交
通
や
市
街
地
循
環
バ
ス

な
ど
の
運
行
を
継
続
し
、
身
近
な
移
動

手
段
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
３
月
末
で
廃
線
と
な
っ
た
「
土
沢
線
」

の
代
替
交
通
と
し
て
、
４
月
か
ら
市
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
空
白
地
域
の
解
消
に
向

け
、
湯
口
、
湯
本
、
宮
野
目
、
矢
沢
地

区
の
予
約
乗
合
交
通
の
運
行
を
10

月
を

め
ど
に
開
始
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
交
通
手
段
を
持
た
な
い
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
通
院
や
買
い
物
を

支
援
す
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
券
の
給
付

を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
通
院
に
対
す

る
助
成
金
の
限
度
額
を
自
宅
か
ら
医
療

機
関
ま
で
の
距
離
に
応
じ
て
３
万
円
ま

で
引
き
上
げ
ま
す
。

市
民
の
生
活
を
守
り

　
魅
力
あ
ふ
れ
る
強
く
優
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

②
心
身
の
健
康
を
守
る

　
高
齢
者
や
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
加
え
て
、

新
た
に
50

歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に

「
帯
状
疱ほ
う
し
ん疹
予
防
接
種
」
の
費
用
に
対
す

る
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　③
鳥
獣
被
害
か
ら
市
民
を
守
る

　
近
年
、
市
街
地
で
ク
マ
の
出
没
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

Ａ
Ｉ
搭
載
ク
ラ
ウ
ド
に
対
応
し
た
カ
メ

ラ
に
よ
る
早
期
警
戒
体
制
を
整
え
る
ほ

か
、
未
利
用
果
樹
の
伐
採
に
対
す
る
補

助
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、
人
里
へ
の

ク
マ
の
侵
入
を
未
然
に
防
ぎ
ま
す
。

④
生
活
基
盤
の
充
実
・
防
災
対
策

　
生
活
道
路
・
橋
き
ょ
う
り
ょ
う
梁
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
国
の
補
助
制
度
や
地
方
債
を
活

用
し
て
、
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
震
や
頻
発
す
る
豪
雨
災
害

に
備
え
る
た
め
、
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

の
整
備
や
消
防
団
員
の
装
備
品
な
ど

ハ
ー
ド
面
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
岩
手
県
、
遠
野
市
と
合
同
で
総
合

防
災
訓
練
を
開
催
す
る
な
ど
、
ソ
フ
ト

面
で
の
備
え
も
充
実
さ
せ
ま
す
。

■市民の生活を守り 魅力あふれる強く優しい まちづくり　具体的な事業の一部を紹介します

事業名 予算額 内容 問い合わせ

公共交通確保対策事業 2億8,090万円

快適で便利かつ持続可能な公共交通サービスを提供

するため、コミュニティバスの運行や民間バス路線

への支援を行います

新館都市政策課

（☎41-3554）

タクシー券給付、通院時交

通費助成
2,352万円

交通手段を持たない高齢者や障がい者の買い物や通

院などに対し支援します

新館長寿福祉課

（☎41-3576）

新館障がい福祉課

（☎41-3581）

帯状疱疹予防接種費用補助 6,024万円
50歳以上の市民を対象に、接種費用の一部を補助し

ます

健康づくり課（☎

41-3608）

有害鳥獣被害対策事業 6,429万円

農林産物や人身に被害を及ぼす鳥獣対策として、電

気柵設置に対する補助や未利用果樹の伐採に対する

補助などを行います

農村林務課（☎23-

1400）

農業資材等の物価高騰対策 1億3,121万円
肥料、農薬、飼料などの物価高騰に対して、引き続

き支援を行います

農政課（☎ 2 3 -

1400）

避難対策事業 5,126万円
災害時における迅速な避難および避難所の円滑な運営

を行うための環境整備などを行います

本館防災危機管理

課（☎41-3511）

生活道路・橋梁の維持整備 36億7,530万円
安全で快適に通行できる道路網を構築するための整

備、維持修繕、除排雪などを行います

新館道路課（☎41-

3559）

図書館整備事業 1,967万円
新花巻図書館の建設候補地について、事業費や建設

イメージを比較できる資料を作成します

本館新花巻図書館

計画室（☎41-3615）

イーハトーブ花巻応援寄附金

推進事業
24億9,982万円

自主財源の確保および市の地場産品のＰＲ・受注拡大

を図るため、ふるさと納税制度を推進し、寄付受け

入れに係る事務処理を行います

本館定住推進課

（☎41-3516）

【問い合わせ】 本館財政課（☎41-3517）

残
り
の
市
負
担
分
に
つ
い
て
も
、
約
70

㌫
が
国
の
支
援
（
交
付
税
措
置
）
を
受
け

ら
れ
る
合
併
特
例
債
の
活
用
を
見
込

み
、
市
の
負
担
を
減
ら
し
ま
す
。
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①
住
宅
取
得
な
ど
に
対
す
る
支
援

　
県
外
か
ら
転
入
し
た
子
育
て
世
帯
が

市
内
に
住
宅
を
取
得
し
た
場
合
な
ど

に
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
要
し
た
経
費
な
ど

を
対
象
に
最
大
２
０
０
万
円
を
補
助
す

る
「
定
住
促
進
住
宅
取
得
等
補
助
金
」
に

つ
い
て
、
本
年
度
か
ら
２
人
目
以
降
の

子
ど
も
１
人
に
つ
き
補
助
上
限
額
を

10

万
円
拡
大
し
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
帯
が
親
な
ど
と
同

居
・
近
居
す
る
た
め
住
宅
を
取
得
す
る

場
合
な
ど
に
最
大
50

万
円
を
支
給
す
る

「
子
育
て
世
帯
住
宅
取
得
奨
励
金
」
に
つ

い
て
も
、
本
年
度
か
ら
２
人
目
以
降
の

子
ど
も
１
人
に
つ
き
10

万
円
の
加
算
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
大
迫
、
東
和
地
域

に
お
け
る
本
奨
励
金
は
、
こ
れ
ま
で
の

30

万
円
か
ら
50

万
円
に
増
額
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
結
婚
新
生
活
・
婚
活
を
応
援

　
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
に
よ
り
、

婚
姻
時
に
お
け
る
住
宅
費
用
や
引
っ
越

し
費
用
な
ど
に
対
す
る
支
援
を
継
続
す

花
巻
で
暮
ら
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

る
ほ
か
、
夫
婦
い
ず
れ
も
29

歳
以
下
の

場
合
に
は
10

万
円
を
加
算
す
る
制
度
の

拡
充
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
と
県
内
外
の
人
が
参
加

可
能
な
広
域
的
な
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

③
働
く
場
の
確
保
や
所
得
向
上

　
企
業
が
市
内
に
立
地
で
き
る
環
境
を

整
え
る
た
め
、（
仮
称
）
花
南
産
業
団
地

の
整
備
を
進
め
ま
す
。
一
部
の
区
画

は
、
秋
の
分
譲
開
始
を
視
野
に
入
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
へ
の
支

援
、
市
内
の
保
育
施
設
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
、
産
科
医
療
機
関
に
就
職
し

た
人
へ
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

④
都
市
機
能
の
利
便
性
の
充
実

　
Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
東
西
自
由
通
路
整
備
に

つ
い
て
は
、
現
在
作
業
中
の
基
本
設
計

を
令
和
６
年
度
の
上
期
に
終
え
、
実
施

設
計
を
進
め
る
と
と
も
に
、
西
口
駅
前

広
場
整
備
の
基
本
設
計
に
着
手
し
ま

す
。

　
な
お
、
事
業
費
の
う
ち
実
施
設
計
お

よ
び
工
事
費
の
財
源
と
し
て
、
約
半
分

は
国
の
補
助
金
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

■花巻で暮らそうプロジェクト　具体的な事業の一部を紹介します

事業名 予算額 内容 問い合わせ

定住促進事業 8,007万円

子育て世帯の住宅取得、空き家バンクの活用、若者

世代などの空き家活用、移住者の住宅取得に対し、

奨励金や補助金を支給します

本館定住推進課

（☎41-3516）

結婚新生活等支援事業 1,734万円

結婚に伴う新生活のスタートアップに必要な費用を

支援するほか、移住・定住に興味のある独身者を対象

とした婚活イベントを開催します

本館定住推進課

（☎41-3516）

移住・定住促進等対策事業 1,550万円

本市への移住定住を促進するため、専用サイトやア

プリなどによる情報発信を行うほか、移住支援相談

員などを配置し移住相談支援の充実を図ります

本館定住推進課

（☎41-3516）

・ＵＩＪターン者就業奨励金

・移住支援金
1,570万円

県外から転入して市内事業所に一定期間就業した人

などを支援します

本館商工労政課

（☎41-3536）

新規就農者支援事業補助金 1,023万円
新たに農業を始める人を対象に農業機械の初期費

用、農地の賃借料、家賃などを補助します

農政課（☎ 2 3 -

1400）

産業団地整備

※特別会計への繰出金
2億1,037万円（仮称）花南産業団地の整備を進めます

本館商工労政課

（☎41-3537）

市営住宅環境改善事業 1億9,971万円
入居者が安心して生活できる住環境を整えるため、市

営住宅の長寿命化対策などを行います

新館建築住宅課

（☎41-3566）

ＪＲ花巻駅東西自由通路等

整備事業
1億6,206万円

ＪＲ花巻駅東西自由通路整備に係る基本設計、実施

設計を行うほか、西口駅前広場整備に係る基本設計

を行います

新館都市政策課

（☎41-3553）

国際姉妹都市等交流推進事業 2,216万円
国際姉妹都市などとの交流事業の一環として、中学

生や高校生の派遣などを行います

本館生涯学習課

（☎41-3589）

令和６年度はなまきの予算
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【問い合わせ】 本館財政課（☎41-3517）

区分
６年度

予算額

５年度

予算額

予算額の

増減額

予算額の

増減率

６年度末

市債残高

見込み

５年度末

市債残高

見込み

市債残高の

増減額

一般会計 551億5,332 537億9,116 13億6,217 2.5 500億7,932 524億1,506 △23億3,574

特
別
会
計

国民健康保険 83億　521 85億7,972 △2億7,451 △3.2 ― ― ―

後期高齢者医療 　24億3,004 　23億　497 1億2,507 5.4 ― ― ―

介護保険 108億　105 106億9,557 1億　548 1.0 ― ― ―

公設地方卸売市場 1億6,349 5,338 1億1,011 206.3 1億6,117 1億　600 5,517

産業団地 7億4,128 7億　835 3,293 4.6 2億9,210 ― 2億9,210

下水道事業会計 69億6,420 69億　 56 6,364 0.9 322億7,109 335億5,522 △12億8,413

合計 845億5,859 830億3,371 15億2,489 1.8 828億　368 860億7,628 △32億7,260

■令和６年度各会計予算の総括表 （単位：万円、㌫）

※ 端数処理の関係で、合計と各区分の積み上げが一致しない場合があります。また、下水道事業会計については、［公共※ 端数処理の関係で、合計と各区分の積み上げが一致しない場合があります。また、下水道事業会計については、［公共

下水道事業、農業集落排水事業、戸別浄化槽事業］の支出予算の合計額を掲載しています下水道事業、農業集落排水事業、戸別浄化槽事業］の支出予算の合計額を掲載しています

■
基
金
（
貯
金
）
に
つ
い
て
　

　
本
市
の
主
な
一
般
会
計
の
基
金
［
財

政
調
整
基
金
・
減
債
基
金
・
ま
ち
づ
く
り

基
金
］
の
令
和
６
年
度
末
現
在
高
は
、

当
初
予
算
に
お
い
て
は
前
年
度
見
込
額

と
比
べ
、
22

億
円
減
少
し
、
１
２
１
億

円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

■
市
債
（
借
金
）
に
つ
い
て

　
本
市
の
一
般
会
計
に
お
け
る
市
債
の

令
和
６
年
度
末
現
在
高
は
、
前
年
度
末

と
比
べ
、
23

億
円
減
少
し
、
５
０
１
億

基
金
（
貯
金
）
と
市
債
（
借
金
）
の
状
況

～
借
金
が
減
少
す
る
見
込
み
で
す
～

主な一般会計の基金（貯金）の年度末現在高の推移

※財政調整基金、減債基金、まちづくり基金の合計額

160

120

80

40

0

（億円）

42

億円

平成18

・・・

・・・

154

億円

令和４

143

億円

令和５

121

億円

令和６

101

億円

平成25

・・・

・・・

（見込み）（見込み）

一般会計における市債（借金）の年度末現在高の推移

　650

600

550

500

450

（億円）

630

億円

平成18

524

億円

令和５

・・・

・・・

542

億円

令和４

501

億円

令和６

546

億円

平成25

・・・

・・・

円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
、
国
か
ら
後
年
度
に
地
方
交

付
税
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
額

な
ど
を
除
い
た
、
市
独
自
の
財
源
で
返
済

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
一
般
会
計
に

お
け
る
市
債
残
高
の
実
質
的
な
将
来
負

担
額
は
１
２
４
億
６
９
０
７
万
円
で
、

前
年
度
末
と
比
べ
、
６
億
５
９
９
２
万

円
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
市
債
（
借
金
）
の
額
を
市

民
１
人
当
た
り
に
換
算
し
た
場
合
の
金

額
は
、
前
年
度
と
比
べ
、
２
万
５
千
円

減
少
し
、
55

万
１
千
円
（
＊
）
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

＊… 令和６年１月末現在の住民登録人口令和６年１月末現在の住民登録人口

90,964人により算出した金額90,964人により算出した金額

（見込み）（見込み）
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令和６年度はなまきの予算

　
自
主
財
源
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る

市
税
は
、
個
人
住
民
税
の
定
額
減
税
実

施
の
影
響
な
ど
に
よ
り
全
体
で
前
年
度

比
１
・
６
㌫
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
繰
入
金
は
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り

前
年
度
比
１
・
６
㌫
の
減
少
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
寄
付
金
は
、
令
和
５
年
度
の
「
イ
ー

ハ
ト
ー
ブ
花
巻
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ

　
義
務
的
経
費
は
、
保
育
委
託
事
業
費

の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
扶
助
費
で
前
年

度
比
５
・
６
㌫
の
増
加
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　
投
資
的
経
費
は
、
消
防
指
令
業
務
共

同
運
用
事
業
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

歳入［入ってくるお金の見込み］歳入［入ってくるお金の見込み］

歳出［使うお金の見込み］歳出［使うお金の見込み］

▲

義務的経費／人件費など、支出することが制度的に義務付けられ

ている経費

▲

投資的経費／道路や学校の建設事業費など、将来的に

残るものに対する経費

▲

扶助費／児童・高齢者・障がい者・生活困窮

者などへの支援に要する経費

▲

公債費／過去に発行した市債などを

返すための経費

▲

補助費等／事務組合や各種公益団体に対する補助

金などの経費

▲

物件費／施設の光熱水費や各種委託料などの経費

▲

繰出金／一般会計から国民健康保険特別会計などの特別会計へ支出

する経費

▲

自主財源・依存財源／市税や施設使用料など、市が自らの収入と

することができる財源が「自主財源」。地方交付税、国庫・県支出金

など、国や県から交付される財源と借入金が「依存財源」。

▲

地方交

付税／市の行政需要と財政力に応じて、国から交付されるお金

▲

国

庫支出金・県支出金／事業の財源として使い道が特定された、国や

県から交付されるお金

▲

市債／事業を行うために、市が国や金融機

関から借りるお金

と
納
税
）
」
の
寄
付
状
況
を
踏
ま
え
50

億

円
を
計
上
し
、
前
年
度
比
66
・
７
㌫
の

増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
で
代
表
的
な
地
方
交
付
税

は
、
前
年
度
比
０
・
４
㌫
の
増
加
。
国

庫
支
出
金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
補
助
金
の
皆

減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
３
・
８
㌫

の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
県
支
出

金
に
つ
い
て
は
、
畜
産
環
境
対
策
総
合

支
援
補
助
金
の
皆
増
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
比
２
・
０
㌫
の
増
加
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

普
通
建
設
事
業
費
で
前
年
度
比
13
・
８

㌫
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
経
費
の
う
ち
補
助
費
等
は

「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
花
巻
応
援
寄
附
金
（
ふ

る
さ
と
納
税
）
」
の
返
礼
品
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
比
２
・
７
㌫
の
増
加
。

繰
出
金
は
産
業
団
地
事
業
特
別
会
計
繰

出
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

11
・
０
㌫
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【用語解説】

【用語解説】

��

�����������

���������

�����������

��

����������

�����

�����

����

����������

���

����������

�����

���������� ����

�����

����

�����

�������

����������

���

����������

���

����������

���

����������

����

����������

���

�����������

���

����������

���

����������

�����

�����

���

��

�����

����

��

�����

�������

�����

歳
入
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と

歳
出
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と


